
    

 

 

 

 

2022年⇔2019年 

2022年も残すところ 8日。 

長かったのかそうでなかったのかはさておき、兎にも角にも 1年

が暮れていこうとしています。 

おかげさまで 5月に配付させていただいた年間の行事予定に記載

のまま、すべての行事や取り組みを実施することができました。 

全てが“3年ぶり”という枕詞がつくものばかりで、秋の校外学

習についても、ふつうに電車やバスに乗って行くことができた。

そんなことはこれまで当たり前でしたが、その当たり前が当たり

前ではなかったことを 2年間も体験しているので、当たり前があ

りがたく、その当たり前に感謝すらおぼえます。 

（1年）ニフレル （2年）京都水族館  

（3年）スカイパーク・民家集落・緑地公園・豊南市場 

（4年）大阪自然史博物館 （5年）明治なるほどファクトリー 

（6年）太秦映画村 

タブレットで簡単に調べることはできますが、実際に行って見て

触れて感じてこそ発見があり、五感で味わう体験学習に勝るもの

はありません。私も 5年生の明治なるほどファクトリーに同行し

ましたが、これまでたくさん食べてきたはずの「きの○の山や○

けのこの里」のチョコレートが 2層になっていることはあまり意

識していませんでした。（まんまと帰りに○のこの山を購入…） 

そして“三年ぶり”の芸術鑑賞会。演目は『天満のとらやん』 

体育館で１～６年生まで一堂に集まって見ることができていた 

２０１９年のことがウソのように 3年間なかったですが、ついに

復活を果たしました。 

なかなか劇団の演劇を自分から進んで観る行く機会も少ないと思

いますが、こうやってみんなで時間と空間を共にしながら一緒に

観ると、同じ空気感に包まれながら、最初から最後まで笑いあり

笑いあり、そして笑いありの時間となりました。 

“３年ぶり”は、決して新しいものではなく、昔がそっくりその

まま戻ってきたわけでもない、これからのニュースタンダードに

なっていくものばかりだと思います。次の“3年ぶり”は何にな

るのか楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 年 1 2 3 4 5 6 計 

児童数(12/24現在) 101 108 126 86 106 82 609 

1 日 元旦 

2 月  

3 火  

4 水  

5 木  

6 金  

7 土  

8 日  

9 月 成人の日 

10 火 始業式（１２：２０下校） 

11 水 給食開始 短縮授業（１３：２０下校） 

12 木 持久走期間（１・３・４年生 ～2/1） 

13 金 二測定（6年） 

14 土  

15 日  

16 月 二測定（5年） 外国語体験①（4年） 

17 火 二測定（4年） 研究授業（５限：３年 1 クラス）他１３：２０下校 

18 水 二測定（3年） 委員会⑥ 

19 木 二測定（2年） 5時間授業（3年 1 クラス） 

20 金 二測定（1年） 外国語体験②（4年） 科学授業体験（4年） 

21 土  

22 日  

23 月  

24 火 子ども新聞出前授業（5年） 

25 水  

26 木  

27 金 二測定（未測定者） 

28 土  

29 日  

30 月  

31 火  

 

【２月の主な予定】 

2日（木）持久走期間（２・５・６年～2/22） 

参観・学級懇談会⇒１６日（木）2・4・6年  17日（金）１・３・５年 

 

東丘小だより 
令和４年(2022年) 12月23日発行 第10号 

校長 河田 法士 

 

１月の行事予定 

 
※新型コロナの感染状況により、予定が変更となる場合がございます。 

２０２２年を漢字であらわすと・・・ 

京都・清水寺で発表された今年の漢字は、すでにご存じの通り『戦』で

した。約 200票差の 2位が『安』、続く 3位が『楽』。 

東丘小の２０２２年を振り返ると、今年の一年を表す漢字は何だろうと

考えてみました。 

『進』⇒すべてにおいて止まっていたものが進みだした 

『興』⇒いったんやめていたものが再び興ってきている 

『復』⇒様々なものが回復し元に戻ってきた     etc 

子どもたちにとってこの 1年はどのような時間だったのでしょうか？ 

前述の通り、全ての活動を行うことができた１年を一文字で表すのは難

しいので、『前進』『再興』『復活』と二文字で表現したいと思います。

おかげさまで、東丘小も本日をもって 2学期を終えることができました。 

保護者の皆さまにも感謝申し上げます。良いお年をお迎えください。 

 

 

 
 

 

 

 

 

地域の息吹 

12月は東丘地域の行事が続きました。 

12月 3日（土）の「千里ふれあいフェスタ」や、12月 10日（土）の 

『キャンドルロード』。 

地域の中での交流行事はめっきりなくなり、決してできないわけではな

いけれど何となく自粛の方向に話が進んでいったり、いくら前向きに話

をしても万が一論を覆えせる訳はなく・・・、そんなゼロスパイラルから

の脱却を図るときがついに来た！という感じです。 

まだまだ制限や配慮するべきことはありますが、「とにかくやってみて、そ

こからまた考えればいいじゃないか！」という建設的な議論がなされる

ようになってきました。 

いざ開催してみれば、それを『待ってました！』と待ち望んでいた人たち

がたくさんいることもわかり、顔と顔を合わせた交流の良さ・大切さを実

感された方も多かったのではないかと思います。 

出来る方向で考えることの楽しさが原動力となり、そのエネルギーがま

ちを元気にし、また人も元気にするという好循環サイクルが回り始めて

いるように感じます。学校も、そんな好循環サイクルの波に乗り遅れない

ように頑張りたいと思います。 

 

 

 

東丘小の正門です。お見事👏 
 

0円コーナーに超稀少な品物が 

 


